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大きく進化大きく進化

　この辺は課題のようだが人件費はコ
ストの10%程度であまり問題にはなって
いない。採用や退職対策は大変のよう
で、様々な施策（表彰、インセンティブな
ど）を行っている。
 
今回視察の感想
合肥のITについて
　今回視察させて頂いた、iFLYTEKなど
はやはり本物の技術集団であり、真似だ
けではない中国の技術力を見ることがで
きた。

 このような技術力の高い企業は実態とし
ては少数で、全体のレベルはまだまだ低
いようだが、今後増加するのは間違いな
いと思われる。インフラ系通信機器などは
シェアに於いて、日本を追い越したが、IT
についてもかなり危機感を感じる視察と
なった。

参加者からのフィードバックと
今後の課題
 視察ツアー参加者アンケートでは、訪問
先や委員の対応、宿泊先や食事など、12

項目のアンケートに対し、ほぼ満足以上
を頂きました。また、内容の密度に対して
コストが抑えられていたことにも好評価を
頂きました。実際に現地を視察すること
で、イメージとの違いを知ることが出来た
など、有意義であったとのコメントを頂い
ております。
 中国で急激に発展している地域を視察
することで、イメージの変化や特長、将来
性など十分感じることができ、その意味で
は目的を達成できたと思います。ただ、管
理委員会やソフトウェア協会での視察や
イベントでは、海外展開の推進や海外ビ
ジネスプランを立てるという意味で不十
分であったと感じます。
 これらは今後の課題として取り組んでい
きたいと思います。

 ご協力頂いた方 に々は大変なご尽力を
頂き、誠にありがとうございました。
 今後もJASA会員の皆様に満足して頂け
るような海外視察ツアーを企画してまいり
ますので宜しくお願い致します。

　去る2018年11月14日（水）から3日間、
協会主催の組込み×IoT総合技術展
「Embedded Technology 2018/IoT
Technology 2018」がパシフィコ横浜で
開催された。クラウド側の処理からより現
場に近いエッジ側へのシフトが加速する
なか、ETおよびIoT双方の視点から“エッ
ジ”にフォーカスし、最新の技術動向から
データの利活用におけるソリューションま
であらゆる情報を発信、新たなIoTサービ
スを創出する「エッジテクノロジー総合
展」として進化した。410社を超える企業
が出展し前回を上回る規模での開催とな

り、来場者も1 ,400人ほども上回る
26,607人を数えた。新たな企画も実施
し、盛況裡に幕を閉じたET・IoT展をレ
ビューする。

　今回のET・IoT展では“ET×ET（エッジ
テクノロジー）”の象徴として、スマート社
会実現において重要となる技術テーマを
キャッチアップし、卓越した技術・ソリュー
ションを有する企業を集めたゾーン展示
の開設、トップ企業や技術分野のリー

ダーによる基調講演、テーマトラックを新
設するなど全体のコンテンツを設計したこ
とにある。
　そうしたなかで見どころのひとつとなっ
たのが、エッジの最先端を体験し、その先
のトレンドや世界観を紹介した「主催者
テーマパビリオン」。『次世代モビリティ』
『エッジAI』『エッジコンピューティング』
『ハプティクス』の4テーマの動向をキャッ
チアップした。
　パビリオンではNVIDIA、デンソーに加
え、アセントロボティクス、フォグホーンシ
ステムズ、LeapMind、Re-alといった、高

Embedded Technology 2018 / IoT Technology 2018レビュー

ET×ETを新コンセプトに
“エッジテクノロジー総合展”として大きく進化

エッジテクノロジー

エッジの最新技術が体験できた
主催者テーマパビリオン

合肥信濃馬達有限公司にて
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度な技術力を備えるスタートアップ企業
によるデモ展示が行なわれた。
　アセントロボティクスが備える、世界が
注目する自動運転AI技術を搭載しほとん
どの機能がエッジのみで完結するする自
動運転車、Re-alがリアルハプティクス技
術を用い開発した「Real AVATAR」によ
る「遠隔釣りシステム」などが展示紹介さ
れ注目を集めていた。

　同じく新企画として開設した「スタート
アップ＆グローバルパビリオン」も大いに
注目を集めた。
　IoTによって産業同士がつながること
で、それまで実現されなかった新しいビジ
ネスモデルが成立する。そこでは産業・分
野の横断的な対応が求められ、オープン
イノベーションの取組みがカギを握る。ベ
ンチャーやスタートアップ企業には、その
担い手としての期待が高まっている。そこ
で今回は，特に次代の主役ともいえる話

題のスタートアップ企業にスポットをあて、
台湾、フランス、中国、イスラエルなど海外
を含む25の企業が集合し、得意の技術や
話題の製品を展示紹介した。
　さらに展示ホール内のメインステージと
パビリオン内のステージで実施した、1社
5分のショートスピーチを来場者に向け3
日連続で実施。海外の展示会では馴染み
ある、投資家相手のプレゼンテーション
“ピッチイベント”をイメージしたものだが、
新規分野へのアプローチに技術力を持っ
た企業との連携やグローバル展開に向け
た戦略を考案中の企業には特に貴重な
場となったことだろう。

　また展示会場では、エッジの重要技術
に位置づけられる「組込みAI」「IoT無線
技術」「スマートセンシング」「セーフティ＆
セキュリティ」「次世代モビリティ」「エッジ
コンピューティング」の6つのテーマゾーン
を開設。エッジ側での自動収集・解析・分

勢いある国内外のスタートアップ
企業が集合

カンファレンスとも連動、
最新技術の理解を深める

析・高速処理に密接な関係性を持つテー
マをそれぞれゾーニングすることで、来場
者にとって情報収集効率がアップするエ
リアとして設定、60超の企業や団体、パビ
リオンが集結し、最新技術やソリューショ
ンを展示紹介した。各テーマは専門テー
マトラックとしてカンファレンスプログラム
にも組み入れ全14セッションを実施、聴
講者に貴重な情報を発信した。
　そのカンファレンスプログラムは今回も
120超のテーマで実施したが、テーマゾー
ンのほか主催者テーマパビリオンの次世
代モビリティやハプティクス、スタートアッ
プ＆グローバルパビリオン等とも連動した
プログラムを実施したことも特徴となった。
　また、基調講演のテーマのひとつとなっ
たAI医療やブロックチェーンなどトレンド
技術のプログラム、さらにRISC-Vなどのこ
れからの動向が注目される技術にも着目
し、多彩な視点からエッジテクノロジーの
動向を詳解した。　
　なお2019は11月20日（水）～22日
（金）、パシフィコ横浜で開催される。

▲自動運転AI技術を搭載した自動運転車のデモ

▲国内外から25社の注目企業が集合した
　スタートアップ＆グローバルパビリオン

▲メインステージでのショートスピーチの
　様子。得意の技術をアピールした

▲スタートアップ連動企画では米シリコン
　バレー投資家目線でエッジ最新技術を詳解

▲実際の海釣りの感覚が得られた「遠隔釣りシステム」
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